


















































































（『日本の地域開発』，未来社, 1965年9月, 82"-<-ジ） とし， その電源開発
が大都市部の経済基盤の強化の役割を果たした結果， 「特定地域開発の地域




発政策｣， 『諦座・日本資本主義発達史論V』第7章， 日本評論社， 1969年


































































127, 11月153, 12月187,翌46年1月215, 2月233と，半年もたたないう
ちに2倍以上にもなり6)， さらにその後も民需産業の生産開始に伴う産業
6） これらの数値は， 「朝日新聞」1946年3月25日 （有沢広巳・稲葉秀三編『資



































































































































































































































































































































































































































































































































































8） 栗原東洋編『現代日本産業発達史Ⅲ電力』 （交調社出版局, 1964年1月),
360ページ。



































































































































































































































































● ● ｡ ● ｡ ● ● G ● G
れを裏づけるなにもないという現状であるから，配電事業を都道府県営
｡ ● ● ● ｡ ■ ● ｡ ● ● ■ ■ ● ● ● ● ① ● 、 ｡ ● ① ● ● ● 旬 ● ① ● ● ●
とする事によって，地方自治が民衆の中へ這入り込む機縁ともなるので
① ●

































































































































































































(注）幹川（ ）内ば当初計画幹支線（ ）内ば自体の最大流盆, Q]は調節流邑
(資料）佐藤源蔵「北上川物語(1)｣ (『土木学会誌』 1975年8月号) , 87ページ。
33） このことについては，小川博三「北上洪水史の研究」 （東北開発研究会『東
北研究』1956年5月号）を参照されたい。





胆沢川 摘 要名 称 蝋位 北上川本庇 雫石 I| ’ 猿ケ石jl l 和賀川













ダム堤亮 76.5 42，0 50．030-0、
嵩水位標高 210.㈹ 259.00 320.順〕191 ．列 176．30、
流域面積 岡 740 365 ]541． 149 635
湛水面積 ㎡ 5，2Ⅸ1.噸 4‘4帥.咽 1‘“0‘(H川4‘630.(Mx） 4.(卿4.{XXI
計面間水流量 ㎡/SE仁 8502.噸 1．5頓〕 1． 1{川1 ．3釦
合計2， 100㎡／9
岡整する
関節間水肛母 ㎡/藍屯 4帥 1帥3甑〕 810 4㈹
最大便用水且の
黙竃配す
発電利用樋量 回I/錘に 30 28 154， 40
ダム地点,洪水
流且となる
屈高放流滝量 ㎡/王c 1 ，070 700 660960 1 ， i60
合計62.900KW
（最大出力）
発電出力 KW 22‘370 10．9(X〕 10．0009,900 9,730
利用水深 26．0 20.016.J 19-019．5、









虹発電利用 2］ 、0 15?014， 5 10.0
関節水門 組散 ７ 6 46 ５
高 さ 5.0 5-0 6ゞ06-0 ワ②fdJ、
網 7．07.2 7,0 7,06.8、
総貯水量 万㎡ 11．717 3,800 1 ，8433,770 3.440
荷効貯水且 万㎡ 8,736 3,429 1 ，4］43,550 3.290
洪水貯水且 万㎡ 2.374 1 ，4帥 4831 ，860 2.032
',6901発電利用 万㎡ l‘258 6,362 1 ，969 1 ，931
(注） タ．ム地点名は現在町村名にした。































































































































































44） 「岩手日報」 1952年4月23日。 「娘の身売り」ば，周知のように1934 (昭和
9）年に東北地方を襲った凶作による貧困の代名詞ともされてきた。この問
題も含めて， 当時の岩手県の悲惨な状況については， さしあたり，早坂啓三






























































































































































































































銃本』，東洋経済新報社, 1958年4月． llページ） と述べてL､ること,ある
いは，科学技術庁資源調査会縄『日本の資源問題く上>』が「指摘されたと





































































































































(注） （ ）内が計画流躍, Q,ば調節流盈





























































































































































発事業計画要綱」 ・ 「実施要綱」策定の指導を県に行ったが， これに対応し












































































































































































































































































1 9 4 6年度
生壺罷力
(b）






















5,520 ]937‘ 8 11 ,脚0千円
3鉛千円
55‘2




東北毛織 3ャ 1m〕 ]947襖Z17堂0 87〒7 19銘』 10 632







鼠X〕 437 72．8 13
会
皆手撮興木材 1946年度1．2伽 師,7 l947嬢8(、
岩手県地方木材 1944年度 1947解 木材
一言’ ‐ザチ
7．Ⅸ叩 5帥 7． 1
東北握囲マッチ
和質仙人鉱山









岩干窯莱腫山 19羽年度15，4“ 7眼』 4．5 436
塔手砿票輸送 3帥 19卿.2 I弧2． 5台 岩手踊県舷山に合併]．頓附 :坤÷0
岩手採炭 1944年産：岫
騨.〔KK〕























































































































































































144 300 528 1 ， 171 1，494 1，800 1 ，938 2，089 11 ，264
(資料）東北興業株式会社『東北興業株式会社の経営実蹟および地方財政に及ぼし



















































・9月･ ･ ･ ･ ･秋田県知事，秋田県町村長会長，その他東北地方行政事務局長
官，各県知事，県会議員議長より特経除外の電報陳情。
・ 9月2日･…･ ･東北6県議長より吉田首相あて解散反対に関する陳情。











































































































































































l a・発電所関係 i胆沢川第1発電所 1 66,000万円
I猿ケ石川第1発電所I 73,000万円
L－．百．吉．、－．－－．－．．－．．．面．．．．．』．吉．．■．画面で画一官号斗午争午号二手＝午千守午＝．、
計 139,000万円
L画面．吉面面．官官で古1千ニュニモ号守千号千.L､二.ロニニニニニ千1号十坐ﾕﾆｭｭﾆｭｭ=ﾆｭｰ』ユニニュ.ニニロニニ.....､吉.､吉..±.画官画官
設備資金l b.化学工場関係I石灰窒素工場 92,000万円
｜熔成燐肥工場 9,000万円
計 101,000万円
も‐‐‐‐‐‐→÷÷一一≦‐‐‐≦‐‐←〒‐≦L‐‐‐‐≦‐‐≦‐‐≦‐一‐≦‐‐‐ ‐ ‐‐‐‐‐」‐‐‐‐‐‐≦‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐、→．、－．－－－‐
ab合計 240,000万円
ロニニニニ．．．ｰ．．＝．、－．．－L、－．．－．．．百吉．了官で子号号古吾．号早＝ニロロニニニニ二子寺 Lで二一七÷モヰ子子守ザザ号守子』守ヰ千二．二．ニーニロロー－．－．．－面．．■．．■．画
見返資金 120,000万円
資金調連I 資本金 30,000万円
社債 90,000万円
(資料）表-10と同じ。
ムは, 1949年10月から，工事費8億3000円ですでに着工中で, 1951年末に
は完成し, 51年11月には一部の発電が可能になる見通しであった。また猿
ケ石川のダムも, 1950年より工事喪30億円で着工し, 52年11月には，一部
の発電が可能となる見通しであった87もまた， このプランに丹藤川筋での
発電所建設が盛り込まれているのは，農林省が建設を計画していた同河川
での潅渦中心のダムを発電用にも利用しようとしたからである。
その後， 同年12月には， 「第1期」計画のみについてのプランが発表さ
れた（表-11)｡ 9月のそれと較べると， とくに発電所と工場の建設資金
の調達方法などが具体化されていた。
さて，前述のように，同社のプランは, 1950年1月，同社が許可申請し
た胆沢川筋・猿ケ石川筋をはじめとする岩手県内河川の水利権を岩手県知
87） 東北興業株式会社『東北興業株式会社の沿革及び事業概要』(1956年8月),
27ページ。
－160－46
経済復興期における北上川流域の電源帰属問題⑮
事が認めたことによって，岩手県の支持するところとなった。だが， 同年
2月になって，東北配電株式会社が胆沢川筋などの発電所建設のプランが
あることを表明し， 3月にはそれらの地点の水利権の許可申請を岩手県知
事に提出した。かくて，岩手県・東北興業株式会社と東北配電株式会社と
の間で,これらの地点の水利権争奪戦が展開されることになったのである。
〈付記＞
本稿の以上の部分は，本学経済学部に設置されているTG経済学研究会
の第98回研究会(1996年6月28日）において報告したものである。報告の
機会を与えて下さった本研究会代表の高橋秀悦教授， また筆者の報告に対
して， とくにアプローチの方法などに対して，忌揮のないコメントをして
下さった岩本由輝教授，鈴木勝男教授をはじめとする皆様に深く感謝する
次第である。
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